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つくばエクスプレス開業
　つくば市と秋葉原を結ぶ鉄道、『つくばエクスプレス（略称：
TX）』が８月 24日、開業した。TXはつくば－秋葉原間を
最速 45分で結ぶことが可能で、これまで東京方面とのアク
セスを高速バスや、10㌔以上離れた JR常磐線に頼ってき
たつくばにとっては待望の開業となる。
　24日午前４時、つくば駅地下１階の自由通路で出発式が
行なわれ、関係者ら約 100 人が出席した。消防署の楽団が
マーチを演奏する中、市原健一つくば市長が「これからが新
しいつくば市の出発だ」と挨拶したほか、角田芳夫茨城県副
知事、首都圏新都市鉄道の高橋伸和社長らが挨拶した。真新
しいコンコースに早朝ながらも数多くの市民が詰め掛けた。
　地下 2階のホームで始発列車の発車式が行われた。始発
列車は続々と駆けつけた市民で満員となり、午前 5時 7分、
秋葉原に向けて発車した。車内では発車と同時に歓声が上が
り、静かでスムーズな加速に驚く声も聞かれた。
　開業当日はつくば・秋葉原両駅ともに朝から晩まで大盛況
で、TXに対する沿線住民の関心の高さがうかがわれた。ま
た開業を記念する限定パスネットカードが発売されたことか
ら、これを求める利用客が長い列を作る姿も見られた。
　TXは普通・区間快速・快速の３種類。1時間に４、５本
運行する。従来と比べて移動時間の大幅短縮と大量輸送が実
現することもあり、沿線自治体の寄せる期待が大きい。

（寄稿／体育会広報局長　橋純一・社工２年）

( 左 ) 開業したつくばエクスプレス、(右上）出発式の様子、(右下 ) スピーフィのねぶたには大きな歓声があがった
各地で開業記念イベント開催

　つくばエクスプレスの開業にあわせて、各地で開業イベン
トが行なわれた。
　8月 23日の開業前夜祭では歌手の寺門麻美さん（生物資
源学類 2004 年卒）が、TXイメージソング「station」を
熱唱 ( 下写真 )。橋本昌茨城県知事、市原つくば市長、寺門
さん、いばらき大使の羽田美智子さんらが鏡割りを行なった。
また、プリンセス天功のイリュージョンもあり、会場のつく
ばカピオは超満員になった。
　24～ 28 日は、つくば市中心部などで「つくばフェスタ
まつりつくば 2005」が行なわれた。毎年恒例になってい
るねぶたパレードでは TXマスコットキャラクターのスピー
フィのねぶたも登場した。また、筑波大学OBの井原正巳氏
( サッカー )、山口香氏 ( 柔
道 )、中垣内祐一氏 ( バレー
ボール ) らがそれぞれ 1 日
つくば市長を務めた。
　9 月 4 日には「つくばサ
ミット」がつくば国際会議
場であり、岩崎洋一筑波大
学学長ら 8 人の研究者が、
これからの筑波研究学園都
市にのありかたについて議
論した。
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新たな学群・学類の編成案
学群 学類 定員
人文・文化学群 人文学類 120

比較文化学類 80
日本語・日本文化学類 40

社会・国際学群 社会学類 80
国際総合学類 80

人間学群 教育学類 35
心理学類 50
障害科学類 35

生命環境学群 生物学類 80
生物資源学類 120
地球学類 50

理工学群 数学類 40
物理学類 60
化学類 50
応用理工学類 120
工学システム学類 130
社会工学類 120

情報学群 情報科学類 80
情報メディア創成学類 50
知識情報・図書館学類 100

医学群 医学類 95
看護学類 70
医療科学類 37

体育専門学群 240
芸術専門学群 100

さようなら学内バス
　開学直後から運行されてきた学内バスが 7月 22日、その
長きにわたる活動に終止符をうった。8月 24日からは関東
鉄道が学内循環バスを運行している。
　最後の利用者を乗せたバスが車庫前に到着すると、別れを
惜しむ学生や教職員が迎えた。式典では工藤副学長が「学内
バスは本日で役目を終えますが、大学の歴史では欠かすこと
の出来ないものです。今まで安全運行に携わった皆さん、お
疲れ様でした」と運転手の労をねぎらった。
　式典後の懇親会では「学内の四季の風景を楽しむのに最適
だった」、「運転士とは知り合いになった」という利用者や、「主
婦や小学生も乗り込んで楽しかった」という運転手の声など
があった。学内バスがいかに愛されてきたかを物語っていた。

（取材／文サ連広報局長　上田浩正・工シス３年）

筑波大学説明会
　７月 27日から 29日にかけて、平成 17年度受験生向け
の大学説明会が開かれ、約7,900人が参加した。各学類では、
様々な工夫を凝らした説明を行った。
　人文学類では、紹介ビデオの上映や教育課程の説明などを
行ったあと、今年度から新しく大学構内や宿舎のツアー、資
料の展示などをはじめた。資料の展示では、学類生が受験時
に使った参考書や教員の著作物、事前に学類生から集めた受
験等に関するアンケートなどが展示された。
　社会学類では、説明・質疑応答のあと、自由参加型の模擬
授業が計４回開かれた。１回目の模擬授業では、松岡完学類
長が政治外交史について講義した。模擬授業には多くの受験
生が参加し、大学で行われる授業への関心の高さがうかがわ
れた。(取材／全代会広報委員　倉垣内将賢・人文１年 )

安全運行に努めた運転士に花束が贈られた熱心に講義する社会学類長の松岡完教授

2007年より9学群 23学類へ再編
　筑波大学は７月21日、開学以来初の大規模な学群再編を
決めたと発表した。文系と理系の学類が混在していた第一、
第二、第三の「ナンバー学群」を廃止して、教育方針や内容
に応じた９つの学群と23の学類に再編する。実施は 2007
年４月の入学生からで、2006 年度までの入学生は従来通りの
学群、学類に所属するという。定員2062 人は変わらない。
　今回の学群再編は、学問的に近い複数の学類を一つの学群
下に再編することで、共通のカリキュラムの編成や学類を越え
た科目履修がより行ないやすくするため。また、受験生や社
会に分かりやすくするためでもあるという。
　新たに設置するのはナンバー学群から「人文・文化学群」、
「社会・国際学群」、「人間学群」、「生命環境学群」、「理
工学群」、図書館情報専門学群と第三学群情報学類から「情
報学群」の計 6学群に再編する。また、医学専門学群は「医
学群」に再編し、体育、芸術の２学群は従来通りになるという。
また、人間学類と自然学類は各専攻ごとに学類化し、工学基
礎学類を応用理工学類に再編する。
　学群・学類制は1973 年の開学以来、教育組織と研究組
織を分け、学生に幅広い教育を行なうことを理念としてスター
トした。異分野の学生や教員が交わることで学際性を高める
ことを目指していた。再編を検討する声は以前から上がってい
たという。
　同大学では、大学間の競争が激化する中、今回の再編を通
じて優秀な学生を確保し、大学教育の質をさらなる向上を図り
たいとしている。
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　全日本学生選抜競技ダンス選手権大会で筑波大優勝
　私たち舞踏研究会は、７月３日に開催された第 43回全日
本学生選抜競技ダンス選手権大会に出場し、団体総合の部で
優勝を果たし、日本一の栄誉を勝ち取りました。当会からは
モダンスタンダードの部４カップル、ラテンアメリカンの部
４カップル、計８カップル 16名が代表として出場しました。
　試合結果はモダン総合の部では水出 (工基礎４)・雨宮 ( 資
源４) 組が第３位、後藤 ( 自然３)・並木 ( 自然３) 組が第 11
位、ラテン総合の部では青田 ( 自然４)・北原 ( 国際４) 組が
第５位に入賞しました。過去の先輩が築き上げてきた歴史の
上に新たな名誉を刻むことができて、後輩として大変嬉しく
思います。この歴史を受け継ぐべく、私たちも努力していこ
うと思います。

  （寄稿／舞踏研究会広報部長  佐藤杏奈・日日３年）

第一学期卒業式・第二学期入学式
　７月 25日午後、平成 17年度第１学期卒業式が大学会館
特別会議室で行なわれた。式では、林史典副学長から卒業
生一人一人に学位記が手渡された。式辞では「終身雇用や年
功序列といった古い日本社会のシステムは崩れている。卒業
後も不断に自分の能力を高め続けなければならない」と話し
31人の卒業生を激励した。また午前には、大学院学位記授
与式が行なわれた。修士 28名、博士課程修士２名、課程博
士 18人、論文博士 23人が新たに学位を取得した。
　また、第２学期入学者入学式が８月８日、同会議室で行な
われ、学群生 24名、大学院生 16名が新たに筑波大生とな
った。林副学長による式辞の後、応援団桐葉によるエールが
送られた。

大会では見事な演技が続いた

卒業生に学位記を渡す林史典副学長

自由研究お助け隊2005
　７月 30、31 日に筑波大学総合研究棟Ｂにて「中学生対
象　夏休み自由研究お助け隊 2005」が開催された。この企
画は、同大の教育・研究をサポートする「技術職員」が中心
となって開催されたもので今年で２回目になる。つくば市内
の中学生ら延べ 60人（昨年度より 15人増）が参加した。
　参加者は、「パソコンを使って音で遊んでみよう」や「走
ると体はどう変わるか」など 16テーマの中から興味を持っ
たものを選んで研究した。中には独自のテーマを選ぶ参加者
もいた。中学生らは技術職員のアドバイスを熱心に聴き、目
を輝かせながら実験器具に触れていた。
　当日は大変暑かったが、参加者にとって、大学のキャンパ
スで過ごした１日はきっと充実したものであっただろう。

（取材 /文サ連広報局員　櫻井亮太・人間２年）

真剣な表情をみせる中学生たち

筑波大学開学30周年 (創基 131年 ) 記念事業後援会の
募金事業について
　本後援会は、筑波大学の開学 30周年（創基 131 年）を
記念し、筑波大学が行う事業を後援することを目的として、
平成 13年 12月に発足しました。以来、総合交流会館の建
設などを目指して募金活動を実施してまいりまして、平成
17年１月をもって同活動を終了いたしました。最終的には
募金総額が 3 億 7,434 万 3,890 円（同総件数 9,744 件）
となりました。
　さる 7月 29日、茗溪会館（東京都文京区）において、本
後援会理事会が開催され，鵜川昇同後援会会長から岩崎洋一
筑波大学長に対し寄附金目録が贈呈されました。
　なお、筑波大学の開学 30周年（創基 131年）記念事業は、
１）総合交流会館の建設、２）記念出版物の刊行、３）筑波
大学研究教育振興助成基金の創設、４）記念式典等の開催と
なっております。２）および４）については既に実施されて
おり、今後は１）及び３）の事業が予定されております。
　最後に、紫峰会会員及び関係される多数の方々からの募金
活動へのあたたかい御支援と御協力を頂きました。ここに厚
く御礼申し上げます。
（寄稿／筑波大学開学 30周年（創基 131年）記念事業後援
会事務局）
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心理学系　佐藤　純

　ニートという言葉が流行っています。もとはイギリス
で作られた概念で、Not in Education, Employment, or 
Training の頭文字をとってNEETと名づけられたようです。
ご存知のように、働こうともしておらず、学校にも通ってい
なくて、仕事につくための専門的な訓練も受けていない若者
がそのように呼ばれ、雇用に関する大きな社会問題として騒
がれているわけです。
　学生相談室で学生の皆さんと話をしておりますと、どんな
学生さんでも１回くらいは就職や仕事の話題が持ち上がりま
す。就職は大学生の最大の関心事の一つですから、当然です。
そうすると、結構多くの学生さんが「将来ちゃんと仕事をし
ていけるのか不安だ」という声を漏らします。それは、そう
でしょう。今、バリバリと会社で働いているその辺のお父さ
んだって、就職する前は不安だったはずです。つまり、それ
は当然の感情なのですが、中には非常に強い不安を抱いてい
る学生さんも少なからずいます。なんでそんなに不安なのか
な、と思ってよくお話を伺うと、そういった学生さんの持っ

ている仕事のイメージは、つらいことだらけで良いことがま
るでない。なるほど、それでは働くことに不安を感じて当然
です。ニートと呼ばれる人も同じように感じているのかもし
れません。
　そこで、どうしてそんな仕事のイメージを持ったのかを考
えてみます。すると、そういった学生さんは優秀で人の話を
きちんと聞ける人であることに気がつきました。ここからは
推測ですが、仕事に対して強い不安を持っている学生さんは、
周りの大人の「仕事が大変」「リストラが不安」「老後が心配」
という声をしっかり聞いているのかもしれません。その一方
で、「いい仕事できたな」「この仕事やっててよかった」「仕
事帰りの一杯は最高」という声は小さいので、「仕事はつら
いもの」という考え一色になってしまうのでしょう。それで
は「そんな大変な世の中でやっていけないよ」となってしま
います。そうであるならば、まず周りの大人がなすべきこと
は自分の仕事に自信を持つことなのかもしれません。本人に
改善すべき点があるならそれを修正していくことも必要です
が、周りの大人が職業人のモデルとして自らを学生さんに示
すことも大切なように思います。

学生相談室から 受付窓口　　029-853-2415
電話相談　　029-853-2406

平成16年度課外活動団体援助金配分額ランキング  

体育会 (全 56団体中上位20団体 ) 
1  硬式野球部  783,724
2  陸上競技部  756,135
3  水泳部  558,072
4  アメリカンフットボール部  

412,224
5  蹴球部  404,860
6  バドミントン同好会  400,709
7  男子アイスホッケー部  326,380
8  男子バレーボール部 293,165
9  女子ハンドボール部  279,525
10  ラグビー部  276,787
11  卓球部  248,958
12  アイススケート部  222,120
13  バドミントン部 210,657
14  女子バレーボール部 208,395
15  女子バスケットボール部  198,859
16 硬式庭球部 182,790
17 軟式庭球部 182,749
18 カヌークラブ 175,800
19 空手道部 173,868
20 男子ハンドボール部 173,292

体育会医学支部
(全 20団体中上位10団体 )

1  医学アイスホッケー部  437,139
2  医学サッカー部  363,407
3  医学スキー部  334,283
4  医学硬式庭球部  243,104
5  医学水泳部 191,331
6  医学空手道部  180,216
7  医学ゴルフ部  177,840
8  医学バドミントン部  175,022
9  医学ラグビー部  172,531
10  医学準硬式野球部  137,782

文化系サークル連合会合計  1,223,055

芸術系サークル連合会合計  2,284,267

体育会本部合計  9,342,583

体育会医学支部合計 3,150,095

合計  16,000,000

順位　団体名 援助金額
文サ連 (全 34団体中上位10団体 ) 
1 E.S.S 124,445
2 歌留多部 118,851
3 海洋研究会  118,119
4 野外活動クラブ 98,712
5 つくば鳥人間の会  74,664
6 歴史探訪会  69,274
7 山岳旅の会 63,825
8 天文研究会  51,014
9 筑波文学の会 47,946
10  フライヤーズクラブアイオロス  

45,054

芸サ連 (全 28団体中上位10団体 ) 
1  舞踏研究会  546,205
2  管弦楽団  475,773
3  混声合唱団 284,774
4  吹奏楽団  178,865
5  津軽三味線倶楽部無絃塾 106,459
6  JAZZ 愛好会  91,978
7  筑波能・狂言研究会  56,731
8  つくばフォーク村  55,918
9  筑波音楽協会  48,815
10  筑波放送協会 (THK)  47,379

ニート
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就職ガイダンス(企業等)

教養講座

2007就職活動ガイダンス等日程表

講師実施内容日時企画名

公務員試験対策

公務員採用模擬試験

12.17(土)10:00-17:30

教員試験対策
第 6回 12. 7(水)13:45～ (株)IPUコーポレーション

第 4回 11.16(水)13:45～ (株)IPUコーポレーション
第 5回 11.30(水)13:45～ 学生援護会講師

第 1回 10. 5(水)13:45～ (株)ダイヤモンド・ビッグ＆リード

第 2回 10. 5(水)15:30～ SFCインキュベーションビレッジ
研究コンソーシアム

第 3回 10.19(水)15:10～ (株)ダイヤモンド・ビッグ＆リード

第 8回 10.12(水)13:45～ (株)電通　　　　　　　 間　 典彦 氏
第 9回 10.12(水)15:10～ トヨタ自動車(株)　　　 大洞 和彦 氏
第10回 10.19(水)13:45～ (株)ジェイティービー　 人見　昌宏 氏
第11回 10.26(水)13:45～ 東武鉄道(株)　　　　　 今度 祥一 氏
第12回 10.26(水)15:10～ (株)コーエイ総合研究所 長瀬 要石 氏
第13回 11. 2(水)13:45～ イオン(株) 人事本部
第14回 11. 9(水)13:45～ 伊藤忠商事(株)　　　　 玉置 重人 氏
第15回 11. 9(水)15:10～ 野村證券(株)　　　　　 荒　 幸三 氏

第16回 12.14(水)13:45～ (株)リクルート

低学年
向け 12. 7(水)13:45～ (株)ディスコ(日経就職ガイド)

業務推進部課長代理　　 山砥 敏宏 氏

11. 2(水)13:30-16:30 合格者5名程度

平成18年1月以降 関東甲信越地区国立大学法人等
職員採用試験実施委員会職員

平成18年1月以降 人事院人材局職員

11.16(水)時間未定 関東甲信越国税局職員

国家Ⅰ種(法・経・行) 国家Ⅱ種(行政) 外務専門官

裁判所事務官Ⅱ種 家裁調査官Ⅰ種
地方上級職員(全国・中部北陸) 地方上級職員(関東)
東京都庁Ⅰ種職員 横浜市職員(教養Ⅰ・Ⅱ)東京都特別区職員
警視庁警察官(大卒) 道府県警察官(大卒) 消防官(大卒)

1H101
1H101
1H101
1H101
1H101
1H101
1H101
1H101

1H101
1H101

2H101

2H201

2H201

2H101

2H101

2H101

2H201

大学会館国際会議室

総合研究棟A111

未定

未定

10.26(水)13:45-15:45 合格者5名

11. 2(水)15:15-16:45 埼玉県立川越南高等学校長
　　　　　　　　　　　 吉澤 　優 氏

11. 4(金)15:15-16:45 名古屋外国語大学教授 　小野田章二氏
11. 7(月)15:15-16:45 栃木県立佐野高等学校長 田島 一利 氏

(社)茗渓会事務局　　　 佐藤 旨位 氏
11.10(木)15:15-16:45 (社)茗渓会事務局次長　 中間 健太 氏

 3.14(火)14:00-15:30 (社)茗渓会事務局次長　 中間 健太 氏
11.11(金)15:15-16:45 拓殖大学政経学部教授　 萱原 昌二 氏

総合研究棟A110

2C307

11. 9(水)15:15-16:45 

模擬面接実践講座

エントリーシート実践講座
適性検査実践講座

自己分析講座(1)

問題発見解決能力テスト

自己分析講座(2)

業界研究(広告業)
業界研究(製造業・自動車)
業界研究(旅行業)
業界研究(運輸業・鉄道)
業界研究(コンサルティング業)
留学生のための就職活動
業界研究(商社)
業界研究(金融業・証券業)
講演「就職活動直前の心構え
　　　及び就職環境について」

講演｢将来の進路を考える｣

合格者体験談

国立大学法人等職員
採用試験について

国家公務員採用
Ⅰ種・Ⅱ種試験について

関東甲信越国税局(国税専門官)

合格者体験談

受験対策の指導(埼玉県･千葉県)

受験対策の指導(中部日本)
受験対策の指導(栃木県･群馬県)

受験対策の指導(西日本)
受験対策の指導(九州)

受験対策の指導(面接の指導)
受験対策の指導(東京都･神奈川県)

受験対策の指導(茨城県)11. 8(火)15:15-16:45 茨城県立土浦第一高等学校長
　　　　　　　　　　　 村松 輝美 氏2C307

総合研究棟A110

総合研究棟A110

総合研究棟A110

総合研究棟A110

2C307
2C305

就職課では、下記の日程にて就職ガイダンス等を開催しております。お子様に参加されるようお勧めください。
学生部就職課　029-853-6091

会場
















